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第第第第 322322322322 回松本歯科大学大学院回松本歯科大学大学院回松本歯科大学大学院回松本歯科大学大学院セミナーセミナーセミナーセミナー    

    

日日日日 時時時時：：：：    2020202011115555 年年年年 7777 月月月月 4444 日日日日((((土土土土))))        11116666 時時時時 00000000 分分分分～～～～11117777 時時時時 00000000 分分分分    

場場場場 所所所所：：：：    創立創立創立創立 30303030 周年記念棟大会議室周年記念棟大会議室周年記念棟大会議室周年記念棟大会議室「「「「常念岳常念岳常念岳常念岳」」」」    

演演演演 者者者者：：：：    後藤後藤後藤後藤    謙元謙元謙元謙元    氏氏氏氏（（（（京都京都京都京都大学大学大学大学医学研究科医学研究科医学研究科医学研究科ゲノムゲノムゲノムゲノム医学医学医学医学センターセンターセンターセンター    

疾患疾患疾患疾患ゲノムゲノムゲノムゲノム疫学解析分野疫学解析分野疫学解析分野疫学解析分野・・・・准教授准教授准教授准教授））））    

タイトタイトタイトタイトルルルル：：：：    加齢黄斑変性加齢黄斑変性加齢黄斑変性加齢黄斑変性のののの成因成因成因成因にまつわるにまつわるにまつわるにまつわる最新情報最新情報最新情報最新情報    

    

    加齢黄斑変性加齢黄斑変性加齢黄斑変性加齢黄斑変性においてにおいてにおいてにおいて顕著顕著顕著顕著なななな視力低下視力低下視力低下視力低下をもたらすをもたらすをもたらすをもたらす病変病変病変病変はははは脈絡膜新生血管板脈絡膜新生血管板脈絡膜新生血管板脈絡膜新生血管板であるであるであるである。。。。とことことことこ

ろがろがろがろが患者患者患者患者のののの本病変本病変本病変本病変においてどのようなにおいてどのようなにおいてどのようなにおいてどのような遺伝子遺伝子遺伝子遺伝子がががが発現発現発現発現しているのかしているのかしているのかしているのか、、、、ほとんどほとんどほとんどほとんど何何何何もももも分分分分かっていかっていかっていかってい

なかったなかったなかったなかった。。。。滲出型加齢黄斑変性滲出型加齢黄斑変性滲出型加齢黄斑変性滲出型加齢黄斑変性へのへのへのへの第一選択薬第一選択薬第一選択薬第一選択薬はははは抗抗抗抗 VEGFVEGFVEGFVEGF 薬薬薬薬であるがであるがであるがであるが、、、、そのそのそのその標的標的標的標的であるであるであるである

VEGFVEGFVEGFVEGF ファミリーファミリーファミリーファミリーのののの遺伝子発現遺伝子発現遺伝子発現遺伝子発現のののの定量定量定量定量さえさえさえさえ行行行行われていないわれていないわれていないわれていない。。。。今回発表者今回発表者今回発表者今回発表者はははは、、、、平成平成平成平成 9999 年年年年からからからから

11111111 年年年年にかけてにかけてにかけてにかけて行行行行われたわれたわれたわれた脈絡膜新生血管抜去術脈絡膜新生血管抜去術脈絡膜新生血管抜去術脈絡膜新生血管抜去術 6666 例例例例のののの病理検体病理検体病理検体病理検体がががが保存保存保存保存されていることにされていることにされていることにされていることに着着着着

目目目目しししし、、、、次世代次世代次世代次世代シークエンサーシークエンサーシークエンサーシークエンサーをををを用用用用いていていていて網羅的網羅的網羅的網羅的にににに遺伝子発現遺伝子発現遺伝子発現遺伝子発現をををを検討検討検討検討することができたのですることができたのですることができたのですることができたので報報報報

告告告告するするするする。。。。11,21711,21711,21711,217 遺伝子遺伝子遺伝子遺伝子（（（（全遺伝子全遺伝子全遺伝子全遺伝子のののの 43%43%43%43%））））のののの発現発現発現発現がががが 6666 例例例例のうちいずれかでみとめられたのうちいずれかでみとめられたのうちいずれかでみとめられたのうちいずれかでみとめられた。。。。

VEGFAVEGFAVEGFAVEGFA についてはについてはについてはについては、、、、ほとんどほとんどほとんどほとんど発現発現発現発現していないしていないしていないしていない検体検体検体検体とととと高発現高発現高発現高発現をしているをしているをしているをしている検体検体検体検体のののの間間間間にににに、、、、約約約約

1,0001,0001,0001,000 倍倍倍倍のののの発現量発現量発現量発現量のののの差差差差をををを認認認認めためためためた。。。。過去過去過去過去のののの全全全全ゲノムゲノムゲノムゲノム関連研究関連研究関連研究関連研究にてにてにてにて加齢黄斑加齢黄斑加齢黄斑加齢黄斑変性変性変性変性のののの病因病因病因病因としとしとしとし

てててて報告報告報告報告されたされたされたされた遺伝子遺伝子遺伝子遺伝子、、、、例例例例えばえばえばえば補体補体補体補体 HHHH 因子因子因子因子やややや補体補体補体補体 IIII 因子因子因子因子にににに、、、、高発現高発現高発現高発現をみとめたをみとめたをみとめたをみとめた。。。。これまでこれまでこれまでこれまで補補補補

体体体体 HHHH 因子因子因子因子などはなどはなどはなどは肝臓肝臓肝臓肝臓でででで産生産生産生産生されされされされ眼眼眼眼にににに循環循環循環循環してしてしてして病態病態病態病態にににに関関関関わるというわるというわるというわるという考考考考えがえがえがえが主流主流主流主流だったがだったがだったがだったが、、、、病病病病

変局所変局所変局所変局所でのでのでのでの高発現高発現高発現高発現のののの意味意味意味意味はははは検討検討検討検討にににに値値値値するとするとするとすると考考考考えられるえられるえられるえられる。。。。またまたまたまたアルツハイマーアルツハイマーアルツハイマーアルツハイマー病病病病のののの発症発症発症発症とのとのとのとの

関連関連関連関連がいわれているがいわれているがいわれているがいわれている ApoJApoJApoJApoJ、、、、アミロイドアミロイドアミロイドアミロイドββββ(APP)(APP)(APP)(APP)、、、、APLP2APLP2APLP2APLP2 遺伝子遺伝子遺伝子遺伝子のののの高発現高発現高発現高発現がみられたがみられたがみられたがみられた。。。。過去過去過去過去

四半世紀四半世紀四半世紀四半世紀あまりあまりあまりあまり、、、、血管新生血管新生血管新生血管新生のののの基礎研究基礎研究基礎研究基礎研究はははは医学研究医学研究医学研究医学研究のののの最重要課題最重要課題最重要課題最重要課題でありつづけてきたでありつづけてきたでありつづけてきたでありつづけてきた。。。。世世世世

界中界中界中界中でででで数多数多数多数多くのくのくのくの研究者研究者研究者研究者がとりくみがとりくみがとりくみがとりくみ培養細胞培養細胞培養細胞培養細胞、、、、動物動物動物動物モデルモデルモデルモデルでのでのでのでのメカニズムメカニズムメカニズムメカニズムがががが明明明明らかになったがらかになったがらかになったがらかになったが、、、、

臨床応用臨床応用臨床応用臨床応用するするするする段階段階段階段階になるとになるとになるとになるとヒトヒトヒトヒト病変病変病変病変でどのでどのでどのでどの遺伝子遺伝子遺伝子遺伝子がががが発現発現発現発現しているかしているかしているかしているか分分分分からないことがからないことがからないことがからないことが常常常常にににに障障障障

害害害害になってきたになってきたになってきたになってきた。。。。今回今回今回今回、、、、病変部病変部病変部病変部のののの遺伝子発現遺伝子発現遺伝子発現遺伝子発現プロファイルプロファイルプロファイルプロファイルとととと全全全全ゲノムゲノムゲノムゲノム関連研究関連研究関連研究関連研究ののののピークピークピークピーク情報情報情報情報

をををを統合統合統合統合できたことでできたことでできたことでできたことで、、、、加齢黄斑変性加齢黄斑変性加齢黄斑変性加齢黄斑変性のののの成因成因成因成因がよりがよりがよりがより明明明明らかになりらかになりらかになりらかになり、、、、臨床応用臨床応用臨床応用臨床応用がががが近近近近くなったとくなったとくなったとくなったと考考考考

えられるえられるえられるえられる。。。。    

    

    

    

担当担当担当担当：：：：硬組織疾患制御再建学硬組織疾患制御再建学硬組織疾患制御再建学硬組織疾患制御再建学講座講座講座講座        高橋高橋高橋高橋    直之直之直之直之     

眼科学眼科学眼科学眼科学        太田太田太田太田    浩一浩一浩一浩一     


